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一
、
は
じ
め
に

　

本
法
人
は
、「
発
達
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
が
、

人
格
の
尊
厳
を
保
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
に

関
す
る
理
解
啓
発
と
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
子
供
支
援
事
業
】
療
育
事
業
プ
リ
ズ
ム
で
は
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
、
保
護

者
と
の
協
働
療
育
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
個
々
の
特
性

に
配
慮
し
た
余
暇
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
保
護
者
等
支
援
事
業
】
保
護
者
の
出
会
い
と
情
報
交

換
の
場
で
あ
る
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
や
、
相
談
対
応
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、
情
報
発
信
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

二
、
助
成
事
業
概
要

　
「
2
0
1
4
年
自
閉
症
・
発
達
障
害
児
者
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
、
①
自
閉
症
・
発
達
障
害
に
つ
い
て
の

専
門
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
。
②
障
害
や
発

達
の
特
性
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
を
広
め
、
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
。
と
い
う
目
的
の
も
と
、

全
2
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
第
1
回
（
平
成
26
年
8
月
30
日
）「
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
の
理
解
と
告
知
に
つ
い
て
」〈
講
師
〉
吉
田
友

子
氏
（
児
童
精
神
科
医
・
よ
こ
は
ま
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

勤
務
）  〈
内
容
〉
障
害
の
正
し
い
理
解
と
支
援
に
つ
い

て
と
、
子
ど
も
本
人
へ
の
伝
え
方
に
つ
い
て
留
意
す
る

べ
き
事
柄
を
具
体
的
に
学
び
ま
し
た
。

◆
第
2
回（
平
成
26
年
9
月
23
日
）「
苦
手
が
、“
で
き
る
”

に
変
わ
る 

体
の
発
達
と
生
活
動
作
に
つ
い
て
」  〈
講

師
〉
鴨
下
賢
一
氏（
専
門
作
業
療
法
士〈
福
祉
用
具
・
特

別
支
援
教
育
〉
静
岡
県
立
こ
ど
も
病
院
勤
務
）  〈
内
容
〉

体
の
発
達
の
仕
組
み
と
作
業
療
法
と
し
て
の
視
点
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
実
践
を
交
え
て
支
援
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

三
、
事
業
の
成
果

　

全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
の
先
生
方
の
講

話
は
、
多
く
の
実
践
例
を
交
え
た
内
容
で
、
参
加
者

が
理
解
や
支
援
の
方
向
性
を
再
確
認
で
き
、
新
し
い

視
点
も
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
参
加

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
言
葉
に
も
表
現
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
着
実
な
支
援
に
結
び
つ
い
て
い
く
有
意
義
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

保
護
者
や
家

族
、支
援
者
（
保

育
士
、
幼
稚
園

教
諭
、
教
師
、

福
祉
事
業
所
職

員
）
な
ど
、
延

べ
2
0
0
名
の

参
加
と
な
り
、

多
く
の
人
が
、

学
ぶ
場
を
設
け

る
こ
と
で
発
達

障
害
理
解
へ
の

歩
み
を
進
め
て

い
る
と
考
え
る
。

参
加
が
、
対
象

児
者
へ
の
理
解

を
深
め
、
支
援

に
活
か
す
た
め

の
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
得
た
こ
と

に
よ
り
、
対
象

●
助
成
事
業
成
果
報
告

認
定
N
P
O
法
人
み
や
ぎ
発
達
障
害
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

理
事
長　

相
馬  

潤
子

「
2
0
1
4
年 

自
閉
症
・
発
達
障
害
児
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」第1回セミナー
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児
者
の
よ
り
安
心
・
安
定
し
た
生
活
と
、
周
囲
と
の

関
係
性
の
改
善
な
ど
、
将
来
へ
の
展
望
を
持
つ
こ
と

に
貢
献
で
き
た
と
考
え
る
。

　

第
1
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
幼
少
期
か
ら
の
成
功
体

験
と
自
尊
感
情
の
積
み
重
ね
が
、
の
ち
に
告
知
を
迎

え
る
時
期
の
本
人
自
身
の
受
け
と
め
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
日
頃
の

支
援
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
多
く
の
支
援
者
が
、
療
育
や
相
談
の
場

面
で
保
護
者
と
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
か

の
指
針
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

第
2
回
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
作

業
療
法
と
し
て

の
視
点
か
ら
、

体
の
仕
組
み
や

支
援
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
ん
だ
。

様
々
な
動
作
の

際
に
見
ら
れ
る

不
器
用
さ
に
は

原
因
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
体

の
発
達
に
は
順

序
が
あ
る
こ
と

や
、
細
や
か
な

動
作
は
段
階
を

経
て
習
得
さ
れ

て
い
く
こ
と
を

学
ん
だ
。
多
く

の
実
践
に
基
づ
い
た
内
容
で
あ
り
、
大
変
分
か
り
や
す

か
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
、
学
び
を
活
か
し
て
家
庭
で
実

践
し
た
り
、
当
法
人
療
育
事
業
で
取
り
入
れ
た
。
そ
の

中
で
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
際
に
、
褒
め
な
が
ら

肯
定
的
に
関
わ
る
と
い
う
、
障
害
特
性
に
寄
り
添
っ
た

支
援
の
あ
り
方
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
作
成
し
た
報
告
書
を
5
0
0
部

配
布
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
事
業
の
成
果
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

2
つ
の
ね
ら
い
の
も
と
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
実
現
で
き
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
対
象
児
者
へ
の
理

解
と
支
援
に
つ
い
て
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
、

活
動
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
事
業
と
な
っ
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

　

ブ
ロ
グ
「
虹
っ
子
広
場
」
で
は
、
8
月
30
日
に
第
1

回
セ
ミ
ナ
ー
、
9
月
23
日
に
第
2
回
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告

記
事
を
掲
載
し
た
。
ブ
ロ
グ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
一
日

1
2
0
〜
1
5
0
件
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
よ
る
拡
散
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

会
報
誌
「
す
ぽ
っ
と
」
第
95
号
（
9
月
25
日
発
行
）

に
は
第
1
回
セ
ミ
ナ
ー
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
理

解
と
告
知
に
つ
い
て
」、
同
第
96
号
（
10
月
25
日
発
行
）

に
は
第
2
回
セ
ミ
ナ
ー
「
苦
手
が
“
で
き
る
”
に
変
わ

る  

体
の
発
達
と
生
活
動
作
に
つ
い
て
」
の
報
告
記
事

を
掲
載
し
、
会
員
お
よ
び
関
係
各
所
に
合
計
2
0
0
0

部
配
布
し
、
成
果
の
公
表
を
試
み
た
。

　

事
前
準
備
と
し
て
は
、
講
師
の
方
と
内
容
や
日
程

の
調
整
、
会
場
の
準
備
、
案
内
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配

布
、
資
料
の
作
成
等
を
行
っ
た
。
2
回
の
セ
ミ
ナ
ー
実

施
終
了
後
、
会
報
誌
で
の
報
告
と
、
事
業
の
実
施
内
容

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
、
会
員
と
関
係
機
関
に

5
0
0
部
配
布
し
た
。

五
、
今
後
の
課
題

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、「
学
ぶ
機
会
」
を
強
く
求
め
る
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
発
達
障
害
の
理
解
や
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な
事
柄
が
あ
り
、
中
で

も
、
思
春
期
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
や
、
大
人
に
な
っ

た
方
の
事
例
を
知
り
、
今
の
子
育
て
に
活
か
し
た
い

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
の
診
断
数
は
全
国

的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
診
断
後
、
必
要
と
さ
れ

る
障
害
の
理
解
や
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
、
本
人
や
家
族
を
支
え
る
場
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
発
達
障
害
に
関
す
る
現
状
の
把
握
に
努
め
、

ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
次
年
度
以
降
も
理
解
と
支
援
に
結

び
つ
く
研
修
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
、

対
象
者
に
効
果
的
に
呼
び
か
け
る
、
周
知
の
仕
方
を
工
夫

す
る
、
開
催
時
期
を
吟
味
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
研
修
会

が
開
催
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に
進
め
た
い
。

　
「
発
達
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
が
、
人
格
の
尊
厳

を
保
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
」
と
い
う
法
人
の
活
動
目
的
を
抱
き
な
が
ら
、

自
閉
症
・
発
達
障
害
の
理
解
と
支
援
が
よ
り
一
層
広
ま
る

よ
う
、
団
体
と
し
て
継
続
的
に
活
動
し
た
い
と
考
え
る
。

第2回セミナー
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一
、
は
じ
め
に

　
「
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
利
用
者
の
意
向
を

尊
重
し
て
総
合
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
、
個
人
の
尊
厳
を
保
持

し
つ
つ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
、
又
は

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
地

域
社
会
に
お
い
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
当
法
人
は
昭
和
52
年
12

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
は
、
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
：
障
害
児

入
所
施
設
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

の
経
営
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
：
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
経
営
・
青
森
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
受
託
経
営
・
老
人
居
宅
介
護
等
事
業
所
・

相
談
支
援
事
業
所
や
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
の
経

営
、
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
：
知
的
障
害
児
（
者
）

親
子
指
導
事
業
・
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
・

知
的
障
害
者
職
場
適
応
支
援
事
業
・
日
中
一
時
支
援

事
業
や
青
森
県
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
の
受
託
経
営
・
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
（
あ
ん
じ
ょ
う
）
や
生
活
塾
の

事
業
所
（
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
あ
お
ば
）
の
経
営
・
あ

お
も
り
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
受
託
経
営
・
福
祉

有
償
運
送
事
業
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
助
成
事
業
概
要

1　

派
遣
研
修
名　

T
E
A
C
C
H
5
デ
イ
実
技
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

2　

日
時　

平
成
26
年
8
月
17
日
〜
21
日

3　

場
所　

佐
賀
市
民
体
育
館

4　

講
師　

ジ
ョ
イ
ス
・
ラ
ム
博
士
（
T
E
A
C
C
H

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー

氏
（
T
E
A
C
C
H
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト　

ク
リ
ニ
カ
ル

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）、服
巻
智
子
氏
（
T
E
A
C
C
H

イ
ン
テ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ト
レ
ー
ナ
ー
）、
諏
訪
利
明
氏

（
川
崎
医
療
大
学
）

5　

研
修
内
容　

T
E
A
C
C
H
5
デ
イ
実
技
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
持
つ
個
人
の
協

力
の
も
と
、
両
親
や
専
門
家
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
で
行
っ
て
い
る
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
持
つ
個

人
の
た
め
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
応
じ
た
総

合
的
な
プ
ロ
認
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

実
際
に
自
閉
症
を
持
つ
4
人
の
子
供
た
ち
・
青
年
た
ち

に
実
技
・
実
習
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
受
講
生
は
、

全
25
名
の
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
支
援
の
専
門
家
で

あ
り
、
5
人
で
1
チ
ー
ム
と
な
り
T
E
A
C
C
H
の
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
実
践
を
学
ん
だ
。
研
修
は
包
括
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
個
々
の
方
略
が
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る

か
の
二
つ
の
視
点
で
進
め
ら
れ
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
使
用
し
た
実
践
を
行
っ
た
。

三
、
事
業
の
成
果

　

T
E
A
C
C
H
は
地
域
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
教
室
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
家
庭
で
応
用
で
き

る
。
ど
ん
な
視
覚
支
援
が
重
要
な
の
か
考
え
な
が
ら
進

め
、
一
人
ひ
と
り
の
自
閉
症
児
者
に
合
わ
せ
た
個
別
の

T
E
A
C
C
H
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
基
盤
と
な
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
人
の
自

閉
症
が
、
そ
の
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
を
考
え
ス
キ
ル
を
教
え
、
柔
軟
な
思
考
（
変
更
）
を

教
え
る
。
そ
の
た
め
に
個
々
の
視
覚
支
援
を
展
開
し
て

社
会
福
祉
法
人  

青
森
県
す
こ
や
か
福
祉
事
業
団

理
事
長　

佐
々
木  

悟

「
T
E
A
C
C
H
5
デ
イ
実
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

●
助
成
事
業
成
果
報
告

実技トレーニング
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い
く
も
の
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
ス
キ
ル
を
教
え
る
場
合
で
も
、
す
べ
て
は
ま

ず
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
始
め
、
能
力
・
理
解
が
ど
の
程

度
か
を
確
か
め
る
。
そ
し
て
、
本
人
に
と
っ
て
必
要
な

最
小
限
の
介
入
と
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
最
大
限

の
支
援
を
行
う
。
支
援
は
発
達
面
か
ら
考
え
た
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
う
た
め
、
発
達
年
齢
も
考
慮
し
、
成
人
期
へ
の

移
行
も
視
野
に
入
れ
、
本
人
の
自
立
・
セ
ル
フ
ア
ボ
ド

ガ
シ
ー
・
般
化
を
意
識
し
て
ど
の
よ
う
な
方
略
を
使
う

か
を
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
T
E
A
C
C
H
の
構
造
化

を
最
大
限
に
有
効
化
す
る
た
め
に
は
、
幼
少
期
の
早
い

段
階
か
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
、
一
貫
性
を
持
つ
こ
と
、

い
ろ
ん
な
職
種
の
中
で
協
働
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
の
特
性
・
構
造
化
を
学
び
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
も
と

に
自
立
を
視
野
に
入
れ
た
実
践
を
行
っ
た
。
自
立
課
題
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
性
・

余
暇
の
領
域
に
お
い
て
具
体
的
に
支
援
を
進
め
て
い
っ

た
。
す
べ
て
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
始
め
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
は
常
に
継
続
的
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
ご
と

に
強
い
め
ば
え
の
ス
キ
ル
を
指
導
し
て
い
く
。
機
能
的

で
意
味
の
あ
る
こ
と
を
教
え
、
自
立
し
般
化
で
き
る
よ

う
に
個
別
化
・
視
覚
化
し
て
教
え
る
。
そ
し
て
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
、
必
要
に
応
じ
て
再
構
造
化
を
し
た
。
受

講
生
が
行
っ
た
支
援
は
毎
回
グ
ル
ー
プ
討
議
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
の
実

践
の
ほ
か
、
保
護
者
パ
ネ
ル
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が

あ
り
、
保
護
者
さ
ん
の
想
い
や
当
事
者
さ
ん
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
研
修
内
容
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
共
有
す
る
こ
と

で
、
事
業
所
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
な
り
、
更
に

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
っ
て
行
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

　

事
業
所
内
で
の
研
修
報
告
を
実
施
し
た
。
研
修
内
容
の

説
明
及
び
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
T
E
A
C
C
H
に
学
ぶ
視
覚
支
援
の
あ
り

方
・
進
め
方
の
方
略
を
伝
え
た
。
ま
た
、
構
造
化
の
有
効

性
と
受
講
生
と
し
て
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
の
か
報
告
を
し
た
。
研
修
報
告
は
事
業
所
の

広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
予
定
で
あ
る
。

　

実
際
の
支
援
現
場
で
は
T
E
A
C
C
H
に
学
ぶ
視
覚

支
援
を
実
践
し
、
支
援
者
へ
の
O
J
T
を
行
っ
て
い
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必
要
性
を
伝
え
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

も
と
に
様
々
な
方
略
を
使
っ
た
実
践
や
個
別
化
さ
れ
た

支
援
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
さ
ん
へ
の
研

修
報
告
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ん
に
合
わ
せ
た
視
覚
支

援
の
必
要
性
を
説
明
し
、
今
ま
で
以
上
の
家
庭
と
の
協

働
を
進
め
て
い
る
。

　

法
人
内
で
は
所
属
長
へ
の
報
告
の
ほ
か
、
復
命
書
を

通
し
て
職
員
へ
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

五
、
今
後
の
課
題

　

事
業
所
内
で
T
E
A
C
C
H
に
学
ぶ
視
覚
支
援
の

あ
り
方
の
共
通
理
解
を
持
ち
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
個
別
化
さ
れ
た
支
援

の
実
践
を
継
続
し
て
い
く
。
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
移
行

期
で
は
、個
々
の
特
性
に
合
わ
せ
た
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
引
き
継
ぎ
を
丁
寧
に
行
い
、
般
化

を
意
識
し
た
移
行
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
支
援
の
向
上
を
図
り
、
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
向
上
・
人
材
育
成
に
繋
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
法
人
内
外
へ
の
普
及
活
動
を
始
め
、
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
事
業
と
の
連
携
を
密
に

し
、
自
閉
症
ス
ぺ
ク
ラ
ム
の
方
々
が
過
ご
し
や
す
く

生
活
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

こ
の
研
修
の
成
果
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
あ

り
、
な
に
よ
り
も
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
か
ら
の
講
師

陣
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
5
デ
イ

実
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
験
す
る
こ
と
自
体
に
大
き

な
意
味
が
あ
る
。
T
E
A
C
C
H
に
学
ぶ
視
覚
支
援

を
実
践
し
て
い
る
支
援
者
に
と
っ
て
は
5
デ
イ
を
受

け
る
こ
と
の
重
要
性
は
大
き
く
、
受
講
後
の
意
識

の
向
上
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
地
域
へ
の
貢
献
が
成

果
と
し
て
あ
る
た
め
、
今
後
も
多
く
の
支
援
者
が

T
E
A
C
C
H
5
デ
イ
実
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
で
き
る
こ
と
を
望
む
。

実技トレーニング
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I
N 

韓
国
・
釜
山

　

新
潟
医
療
福
祉
大
学
、
神
奈
川
工
科
大
学
の
学
生
4
人
と
一
般

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
人
、
韓
国
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
人
の
合
計

14
人
が
参
加
し
、
2
0
1
4
年
12
月
26
日
〜
30
日
の
5
日
間
、
韓

国
の
釜
山
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
車
い
す
は
大
韓
航
空
の
協
力

で
日
本
か
ら
16
台
を
運
ぶ
事
が
で
き
、
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
福

祉
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
韓
国
で
車
い
す
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
直
接
お
届
け
す
る
」

「
韓
国
の
福
祉
に
対
す
る
現
状
を
知
る
」「
日
本
と
韓
国
間
の
空
飛
ぶ

車
い
す
活
動
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
（
交
流
）」
と
い
う
目
的
を
も
っ

た
5
日
間
に
渡
っ
た
活
動
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

12
月
26
日
（
金
）

　

A
チ
ー
ム　

18
時
・
成
田
空
港
に
集
合
。
寄
贈
車
い
す
14
台
を

受
け
取
り
22
時
・
韓
国
の
金
海
空
港
〜

ホ
テ
ル
に
到
着
。

12
月
27
日
（
土
）

　

B
チ
ー
ム　

朝
・
羽
田
空
港
に
集

合
、
釜
山
へ
出
発
。
釜
山
障
害
者
福
祉

館
に
て
A
チ
ー
ム
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
合
流
、
車
い
す
の
最
終
点
検
を
行

う
。
夕
方
は
日
韓
両
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
懇
親
会
を
実
施
、
明
日
以
降
の
活
動
に
備
え
る
。

12
月
28
日
（
日
）

　

釜
山
の
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、
車
い
す
8
台
を
寄
贈
し
た
。

　

施
設
は
地
下
1
階
か
ら
地
上
5
階
建
て
と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ッ

ド
が
置
い
て
あ
る
各
階
に
は
約
30
人
ず
つ
が
入
所
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
全
体
で
88
人
が
入
所
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
リ

ハ
ビ
リ
ル
ー
ム
見
学
で
は
設
備
は
整
っ
て
い
る
の
に
使
い
こ
な
せ

る
職
員
が
い
な
い
と
い
う
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

　

韓
国
の
施
設
で
は
車
い
す
を
使
用
す
る
場
合
、
施
設
の
も
の
を
借

り
る
の
で
は
な
く
個
人
で
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
国
か
ら
助

成
金
が
出
な
い
た
め
経
済
的
負
担
は
大
き
い
。
そ
こ
で
、
施
設
に
寄

贈
す
る
こ
と
で
多
く
の
方
に
車
い
す
を
使
用
し
て
も
ら
え
る
。
車
い

す
を
寄
贈
し
た
際
、
利
用
者
の
方
々
が
手
を
握
っ
て「
あ
り
が
と
う
」

と
何
回
も
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

海
外
で
の
活
動
は
特
に
修
理
で
終
わ
ら
ず
そ
の
先
の
利
用
者
に

お
渡
し
す
る
所
ま
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
自
分
自
身
の
達

成
感
や
感
動
は
通
常
の
何
倍
も
あ
り
、
こ
れ
が
次
の
活
動
に
つ
な

が
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

12
月
29
日
（
月
）

　

釜
山
障
害
者
福
祉
館
訪
問　

こ
の
日
は
日
本
か
ら
輸
送
し
た

車
い
す
の
点
検
に
加
え
、
福
祉
館
の
車
い
す
の
点
検
、
修
理
や

10台を寄贈したホサン老人ホームでは利用者
の方も出迎えてくれた

5階建てのホサン老人ホーム

両国スタッフの懇親会

韓国・金海空港に着いた車いす

日
本
の
高
校
生
・
大
学
生
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
い
す
を
修
理
し
て
、
海
外
の
人
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
活
動
を
継
続
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
韓
国
・
釜
山
の

老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者
福
祉
館
を
訪
問
し
、
車
い
す
を
直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
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ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
へ

の
タ
イ
ヤ
交
換
を
行
っ

た
。
修
理
の
後
は
福
祉

館
に
て
車
い
す
の
贈
呈

式
。
日
本
の
高
校
生
、

大
学
生
が
修
理
し
た
車

い
す
を
福
祉
館
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。
福
祉
館
の

館
長
や
前
館
長
さ
ん
か

ら
韓
国
の
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

12
月
30
日
（
火
）

　

釜
山
障
害
者
福
祉
館
を
再
訪
し
、
福
祉
用
具
の
展
示
を

見
学
。
実
際
に
見
て
、
日
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
感
じ
た
が
、「
福
祉
に
関
し
て
は
発
展
途
上
中
で
改
善

す
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
の
お
話
で
し
た
。
高
齢

化
が
進
む
日
本
と
韓
国
で
助
け
合
う
こ
と
で
福
祉
に
関
し

て
お
互
い
に
発
展
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
金
海
空
港
よ
り
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

贈
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学 

F
W
S

3
年
　
佐
藤 

駿
一

　

私
は
授
業
の
関
係
で
28
日
か
ら
参
加
し
た
。
28
日
は
ホ

サ
ン
老
人
ホ
ー
ム
へ
10
台
の
車
い
す
を
寄
贈
。
贈
呈
式
に

は
入
所
者
8
人
と
職
員
10
人
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
直

接
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
一
緒
に
車
い
す
に
シ
ー

ル
を
に
貼
り
付
け
る
事
で
直
接
入
所
者
の
方
と
触
れ
合
あ

う
こ
と
が
で

き
、
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き

た
。
29
日
は
釜

山
障
害
者
福
祉

館
で
車
い
す
修

理
。
こ
の
日
は

日
本
か
ら
輸
送

し
た
車
い
す
の

点
検
に
加
え
、

福
祉
館
の
車
い

す
と
前
日
に
訪
問
し
た
老
人
ホ
ー
ム
の
車
い
す
の
修
理
や

タ
イ
ヤ
交
換
を
行
っ
た
。
最
終
日
の
30
日
は
朝
か
ら
再
び

福
祉
館
を
訪
問
し
、
福
祉
用
具
の
展
示
を
見
学
し
た
。
実

際
に
見
た
機
器
は
日
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
く
、
自

助
具
や
姿
勢
保
持
装
置
に
し
て
も
日
本
と
同
じ
よ
う
な
も

の
が
多
く
驚
く
事
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
話
を
聞
い
て

み
る
と
製
作
し
て
い
る
企
業
が
少
な
く
車
い
す
本
体
は

あ
っ
て
も
姿
勢
保
持
用
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
姿
勢
保
持
の
重
要
性

は
わ
か
っ
て
い
て
も
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
製
作
す
る
技
術
が
な

く
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
日
本
か
ら
車
い
す
と
一
緒

に
送
ら
れ
て
い
る
座
位
保
持
装
置
が
い
か
に
韓
国
で
必
要

と
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
っ
た
。

　

今
回
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
た
だ
車
い
す
を
贈
る
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
前
回
参
加
し
た
タ

イ
で
は
車
い
す
自
体
が
貴
重
だ
っ
た
た
め
座
位
保
持
装
置

な
ど
に
視
点
を
当
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
韓

国
で
は
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
く
て
も
車
い
す
が
身
近
に

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
韓
国
の
車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具
の

釜山障害者福祉館の講堂にて古い車いすの修理とタイ
ヤ交換の作業

子供の体に合う車いすを選定する釜山障
害者福祉館職員

ホサン老人ホームにトラックで車いすを揃入する学生たち

古い車いすの修理とタイヤ交換作業

福祉用具の展示を見学

釜山障害者福祉館にて
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発
展
を
支
援
す
る
う
え
で
も
、
日
本
国
内
で
車
い
す
を
収

集
す
る
際
に
小
児
用
を
中
心
に
座
位
保
持
装
置
な
ど
の
オ

プ
シ
ョ
ン
も
収
集
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　

今
後
も
新
潟
医
療
福
祉
大
学
は
こ
の
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」

へ
の
参
加
を
続
け
、
工
業
系
の
参
加
校
が
多
い
中
で
医
療

福
祉
と
い
う
他
分
野
か
ら
の
目
線
で
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
展
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
自
分
自
身
も
大

学
卒
業
後
は
一
人
の
義
肢
装
具
士
と
し
て
本
活
動
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

助
け
合
う
こ
と
が

お
互
い
の
発
展
に
つ
な
が
る

新
潟
医
療
福
祉
大
学 

F
W
S

2
年
　
中
野 

雅
之

　

28
日
に
訪
問
し
た
ホ
サ
ン
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
話
で

は
、
韓
国
で
は
車
い
す
の
購
入
に
関
し
、
自
宅
介
護
者
は

国
か
ら
助
成
金
が
出
る
が
、
施
設
利
用
者
は
基
本
的
に
自

己
負
担
に
な
っ
て
い
る
た
め
施
設
自
体
で
は
購
入
し
な
い

ら
し
い
。
施
設
費
や
車
い
す
代
な
ど
個
人
へ
の
負
担
が
大

き
い
。
従
っ
て
施
設
で
の
車
い
す
需
要
は
高
く
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
。

利
用
者
の
方
が
嬉
し
そ
う
に
話
を
さ
れ
た
り
、
手
を
握
っ

て
“
あ
り
が
と
う
”
と
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
活
動
は
た

だ
中
古
車
い
す
を
再
生
し
て
送
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
先
に
は
使
っ
て
く
れ
る
利
用
者
の
方
が
い
る
こ
と
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
直
接
寄
贈
す
る
体
験
は
海
外
や
現
地

ま
で
赴
か
な
い
と
で
き
な
い
が
、
利
用
者
の
方
の
笑
顔
を

見
る
と
日
頃
自
分
達
が
や
り
続
け
て
き
た
こ
と
を
改
め
て

や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
活

動
の
本
当
の
目
的
を
教
え
て
く
れ
る
気
が
す
る
。
そ
の
後

は
福
祉
館
に
て
寄
贈
式
が
開
か
れ
、
日
本
で
様
々
な
高
校

生
や
大
学
生
な
ど
の
空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
が
修
理
し
た
車
い
す
の
寄
贈
が
無
事
に
完
了
し
た
。

今
回
韓
国
を
訪
問
し
て
み
て
韓
国
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と

を
中
心
に
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
国

際
交
流
と
し
て
多

く
の
韓
国
の
色
々

な
方
と
話
す
機
会

も
あ
り
、
福
祉
に

関
す
る
こ
と
以
外

に
食
や
風
習
な
ど

の
文
化
に
つ
い
て

も
学
ぶ
こ
と
が
出

来
た
よ
い
活
動
と

な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
学
ぶ
こ
と
も

多
く
、
ま
た
学
校

で
は
変
わ
ら
ず
車

い
す
を
修
理
し
て

過
ご
し
て
い
く

が
、
ま
だ
海
外
へ

行
っ
て
な
い
人
や

後
輩
に
海
外
に
出

な
い
と
わ
か
ら
な

い
こ
と
、
感
じ
ら

れ
る
事
な
ど
多
く

の
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
。ま
た
、

様
々
な
事
を
学
ば

せ
て
く
れ
る
こ
の
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

感
謝
の
嵐
に
の
ま
れ
て
、
前
に
進
む

新
潟
医
療
福
祉
大
学 

F
W
S

2
年
　
石
川 

由
佳
子

　

タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
そ
し
て
韓
国
…
…
。
私
が
空
飛
ぶ

車
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
3
カ
国
目
の
活
動

だ
っ
た
。
海
外
に
出
る
た
び
「
日
本
っ
て
本
当
に
恵
ま
れ

た
い
い
国
だ
な
ぁ
」
と
痛
感
す
る
。
同
時
に
異
文
化
に
触

れ
新
た
な
発
見
、
感
動
が
生
ま
れ
る
。
色
々
な
意
味
で
空

飛
ぶ
車
い
す
か
ら
私
は
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ま

ず
一
つ
目
は
輪
の
広
が
り
で
あ
る
。
今
回
の
参
加
者
は
日

本
人
女
子
が
私
だ
け
だ
っ
た
。
韓
国
で
は
初
め
て
会
う
人

も
何
度
か
会
っ
て
い
る
人
も
い
て
、
ず
っ
と
一
緒
に
お
話

を
し
た
。
活
動
内
容
や
目
的
は
国
が
違
え
ど
み
ん
な
一
緒

で
言
葉
の
壁
を
越
え
て
韓
国
語
を
教
え
た
り
、
日
本
語
を

教
え
た
り
し
て
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
。

挨
拶
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
は
帰
国
後
、
簡
単
な
自
己
紹

介
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
S
N
S
で
繋
が
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
海
外
に
行
く
こ
と
で
互
い
の
文
化
や
考
え
を

肌
で
感
じ
、
友
人
の
輪
が
広
が
っ
て
く
る
。
ま
た
次
も
参

加
し
た
い
！
と
思
う
。
二
つ
目
は
日
本
の
当
た
り
前
、
普

通
は
通
用
し
な
い
こ
と
に
驚
き
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ど
こ

の
国
に
も
お
年
寄
り
は
い
て
、
物
に
頼
っ
て
生
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
れ
が
い
い
！
と
断
言
で
き
る
も
の
は

ま
だ
な
い
け
れ
ど
、
世
界
が
平
等
に
暮
ら
し
や
す
い
国
に

な
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
た
。
空
飛
ぶ
車
い
す
に
参
加
す

る
た
び
に
、
本
当
に
活
動
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
な
と
思

10台を寄贈したホサン老人ホームでの車いす贈呈式車いすの最終調整作業
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う
。
中
で
も
利
用
者
と
対
面
し
、
車
い
す
を
寄
贈
す
る
時

間
が
好
き
だ
。
渡
し
た
瞬
間
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
わ

れ
る
。
泣
い
て
喜
ん
で
く
れ
る
方
も
い
る
。
私
た
ち
が
日

本
で
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
修
理
活
動
は
海
外
に
行
け
ば

感
謝
さ
れ
る
も
の
に
な
る
。
ホ
サ
ン
老
人
ホ
ー
ム
で
お
ば

あ
さ
ん
と
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
証
で
あ
る
シ
ー
ル
を

車
い
す
に
貼
っ
た
。
そ
の
あ
と
ず
っ
と
私
の
手
を
握
っ
て

離
さ
な
か
っ
た
。
ず
っ
と
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
て
、

「
日
本
で
も
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
ん
だ
よ
、
元
気
で
ね
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
日
本
で
車
い
す
の
修
理
は
時
間
の
無

駄
と
か
物
好
き
だ
ね
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
海
外
に
行
っ
た
と
た
ん
感
謝
の
嵐
に
な
る
。
私
は

そ
の
嵐
に
の
ま
れ
て
空
飛
ぶ
車
い
す
を
好
き
に
な
っ
た
。

今
後
も
こ
の
活
動
を
た
く
さ
ん
の
人
に
広
め
て
ぜ
ひ
た
く

さ
ん
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
海

外
に
出
れ
ば
今
ま
で
に
な
い
刺
激
を
受
け
る
。
嫌
に
な
る

こ
と
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
今
ま
で
と
変
わ
っ
た
考

え
方
も
生
ま
れ
る
。
わ
た
し
は
そ
れ
が
好
き
だ
し
な
ん
と

な
く
前
に
進
ん
で
い
る
気
が
す
る
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン
・
韓
国
・
釜
山
」

活
動
の
ま
と
め

・
韓
国
で
小
児
用
車
い
す
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
背
景

　

韓
国
で
は
成
年
男
子
に
兵
役
の
義
務
が
あ
り
、
女
性
は

兵
役
を
終
え
た
男
性
と
結
婚
す
る
人
が
多
い
た
め
晩
婚
化

が
進
ん
で
い
る
。
従
っ
て
高
齢
出
産
も
珍
し
く
は
な
い
よ

う
で
す
。
出
産
年
齢
が
高
い
ほ
ど
障
害
児
が
生
ま
れ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
背
景

の
韓
国
で
は
先
天
性
奇
形
や
脳
性
麻
痺
な
ど
で
座
位
保
持

が
で
き
な
い
子
供
た
ち
も
い
る
の
で
、
小
児
用
車
い
す
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

・
車
い
す
＋
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

タ
イ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
ほ
か
の
発
展
途
上
国
に
比
べ

る
と
韓
国
で
は
比
較
的
車
い
す
が
普
及
し
て
い
る
が
、
ま

だ
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
い
す
本
体
が
あ
っ
て
も
座
位
保
持
用
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
製
作
す
る
技
術
が
な
い
の
で
、
日
本
か
ら
車
い

す
と
共
に
贈
ら
れ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

・
韓
国
の
福
祉
用
具
の
状
況

　

福
祉
館
の
展
示
場
を
見
学
し
た
限
り
、
日
本
と
大
き
な

差
は
見
ら
れ
ず
同
じ
よ
う
な
も
の
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

器
に
関
し
て
は
キ
ー
ボ
ー
ド
型
の
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
機
器
が
一
般
に
普

及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
普
及
し
て
い
な
い
も
の
は

レ
ン
タ
ル
す
る
そ
う
で
す
。
種
類
は
日
本
と
そ
う
変
わ
ら

な
く
て
も
、
開
発
・
拡
充
す
る
部
分
に
関
し
て
は
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

・
訪
問
し
た
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

　

今
回
訪
問
し
た
老
人
ホ
ー
ム
に
８
台
の
車
い
す
を
寄
贈
。

こ
の
老
人
ホ
ー
ム
で
車
い
す
を
使
用
し
た
い
人
は
個
人
で

購
入
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
施
設
が
所
有
し
て
い
る
車

い
す
の
数
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
場
合
は
個
人
の
私

物
も
あ
る
が
、
殆
ど
は
施
設
が
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
で
は
自
宅
介

護
で
な
い
と
国
か
ら
お
金
が
出
な
い
た
め
経
済
的
負
担
が

大
き
く
、
そ
う
い
っ
た
面
で
厚
い
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

韓
国
で
車
い
す
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
直
接
お
届
け

す
る
今
回
の
活
動
に
よ
り
、
前
述
の
通
り
、
色
々
な
現
状

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
有
意
義
な
「
空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
」
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

喜ばれる利用者さん

利用者さんとのコミュニケーション

日
社
済
で
は
こ
れ
か
ら
も
空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
学
生
た
ち
の
精
力
的
な
活
動
内
容
に
、
ぜ

ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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事業名 団体
2015年度活動報告会の開催と事業報告書の発行 iCareほっかいどう
人の心により添うための自殺予防公開講演会〜メンタルヘルスファーストエイド 函館家庭生活カウンセラークラブ
実践的な防災・減災対策のための研修 弘前豊徳会
2015年自閉症・発達障害児者支援セミナー〜成人期から学ぶ将来を見据えた支援のあり方 みやぎ発達障害サポートネット
第5回公開講演会 エル・ファロ
発達障害（児）に対しての言語療法（言葉）に関しての家族、市民、職員向けの講演会 日本キングス・ガーデン
音楽療法事業　『低出生体重児に対する音楽療法セミナー』 生涯発達ケアセンターさんれんぷ
市川市　北部地域交流事業 しゃり
読書に障害のある人の自立生活をささえるアシスティブテクノロジー（AT）講習 桜雲会
重度障害のある人向け在宅就労セミナー「働くカタチは、ひとつじゃない」開催 東京コロニー
新たな地域福祉サービスの創造「ダイアローグ（対話）する地域社会」の実現 クラブハウス町田
地域に根ざす多様な中間支援組織の支援力向上研修 東京ボランティア市民活動センター
第60回全国里親大会鹿児島大会 全国里親会
第53回全国知的障害福祉関係職員研究大会 日本知的障害者福祉協会
性犯罪・性暴力加害者に対する立ち直り支援・犯罪防止を学ぶ支援者研修 日本子どもソーシャルワーク協会
聞こえの啓発リーダー研修 東京都中途失聴・難聴者協会
地域力をアップさせるための研修会 バリアフリーセンター・福祉ネット「ナナの家」
TOYらいぶらりあん養成講座【中級】 おもちゃの図書館全国連絡会
アレルギー相談をテーマにした事例検討会 アトピッ子地球の子ネットワーク
車いす修理＆メンテナンス技術講習 神奈川工科大学車いす修理屋
すべては子供たちの幸せのために 阿賀野児童福祉会
傾聴基礎講座 長岡傾聴ボランティアサークル
車いすシーティング講習会 新潟医療福祉大学
若年性認知症、初期認知症を知り、よりよく生きる（よりよく支援する）為の連続講座 コーポラティブハウス木の実
遠隔支援システムを使った聴覚障害児への情報保障の研修及び実践 長野サマライズ・センター
障害者の職場定着の為に就労移行支援事業所が出来る事 明光会
第50回関東ブロック乳児院研究協議会　 静岡恵明学園
第2回ソーシャルファームジャパンサミット in 滋賀〜就労困難者の支援の仕組みをデザインするフォーラム〜 共生シンフォニー
ろうあ者成人学校 大阪聴力障害者協会

「介護施設ならでは」のターミナルケアを進めるために 介護保険市民オンブズマン機構大阪
弱者を救う（触法障がい者）連絡協議会 堺西自立支援センター
知的障害者とご家族のために〜支援力アップ研修〜 みちしるべ神戸
みんなの支援フォーラムIN〜E・G・Fからの実践報告と検証〜 E.G.F
九州地区フリースクールスタッフ研修会 フリースクール　クレイン　ハーバー
第3回講演会 三気の会
児童福祉施設支援者研修「劇あそびによるソーシャルスキルトレーニング」 こじぃの森・こどもの時間
北欧3か国による視察研修 東京栄和会

「英国メリデン版訪問家族支援」普及プロジェクト 全国精神保健福祉会連合会
地域介護力の底上げを目指す「人生劇場紙芝居」の活用による参加型ナラティブ・ケア 鹿追恵愛会
ひきこもりピア・サポーターによる手紙を活用した効果的なアウト・リーチ レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク
高齢者虐待対応における課題の整理とその解決方法の考察 社会福祉士事務所にじみる
仮設サロン活動を通して学ぶ「仮設後の暮らし」に関する意識調査 支えあう21世紀の会

「100歳そばで高齢者に生きがいを」 ふじさわ団塊塾
日韓知的障害者文化・スポーツ交流 静岡県ハンディキャップサッカー委員会
障がい児のきょうだいを支えるワークショップ〜つながろ、響き合おう〜 名古屋キリスト教社会館
琵琶湖のヨシ活用による障害者、高齢者支援環境保全プロジェクト モスグリーンEco
厚労省オレンジプラン “認知症カフェ” の運営 城南健康ふれあい倶楽部
病院における医療ソーシャルワーカーの適正配置調査 大阪医療ソーシャルワーカー協会

対象事業 対象経費 助成額

研修事業
集合研修 福祉サービスのあり方や専門的知識、技能の習得などをテーマとして開

催される集合研修事業（研修会、セミナー、講演会など）
講師謝金・交通費・宿泊費・
会場費・報告書作成費

助成対象項目経費合計
の８０％以内かつ
５０万円以内

派遣研修 福祉施設職員などが幅広い視野と専門性を持って支援業務に携わるため
に、他の福祉施設、団体などで一定期間実習する派遣研修事業

交通費・宿泊費・
報告書作成費

研究事業
実践研究 各福祉分野の先駆性ある事業の実践を通して行われる成果、課題のまとめ

などの実践研究事業
事業費・調査経費・
報告書作成費

調査研究 社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方法や体系、また就労、福利厚
生などをテーマとする調査研究事業

調査経費・
謝金・原稿料・報告書作成費

2015年度 社会福祉助成交付団体

助成対象事業／助成内容
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「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。

第19回 ボランティア・スピリット賞
アワードP R U D E N T I A L  S P I R I T  O F  C O M M U N I T Y

貴重な体験をさせてくれた
「空飛ぶ車いす」活動

　「空飛ぶ車いす活動」をすることで、本当に色々な経験をさ
せていただきました。主な活動時間は放課後でしたが、夏休
みには寄贈国を訪れ、これまでにタイに2回、昨年は台湾に1
回訪問してきました。また、被災地支援の活動として、震災
があった2011年と翌年2012年に被災地を訪問し、一般の
方々との合同ボランティア活動をする機会もありました。空

飛ぶ車いす活動に携
わることで、普通の
学校生活を送ったの
ではできない貴重な
体験をすることがで
き、とても成長させ
ていただいたと思い
ます。

たくさんの仲間に出会えたSOC
　SOCには様々なボランティア活動をしている中・高生が集ま
り、その活動内容はとても参考になりました。特に海外に視点
を置いた活動は大変勉強になりました。また、自分たちの活動
を振り返る機会となり、派手ではないが、やることが大切。そ
して皆の協力があってこその活動だと、改めて感じることがで
きました。SOC全国表彰式後は地域の新聞にも活動が取り上
げられ、「空飛ぶ車いす活動を一緒にやりたい」と言ってくれ
る中学生が増えてお
り、とても嬉しく思
いました。私は卒業
し、4月から就職を
しますが、この活動
がこれからももっと
拡がっていくことを
楽しみにしています。

　福祉の共済を推進しているジブラルタ生命は、地域に根差
した企業であり続けるために、全国各地で社員による福祉施
設でのボランティア活動や、地域でボランティア活動に励む
青少年を応援するプログラムを実施し、福祉や教育分野での
社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。今回は日社済の
支援事業である「空飛ぶ車いす」の活動でボランティア・ス
ピリット賞（以下SOC）のブロック賞を受賞した「福岡県
立浮羽工業高等学校」濱田さんのインタビューを紹介します。

「空飛ぶ車いす」の活動で第18回ボランティア・スピ
リット賞（通称：SOC）のブロック賞を受賞した「浮羽
工業高等学校」のインタビューを紹介します！

全国表彰式で活動内容を紹介する濱田さん

子どもたちとの合同車いすボランティアの様子 ボランティアは「成長」と発表した濱田さん

表　彰
◆ 応募者全員

感謝状と記念品を贈呈

◆ コミュニティ賞【全国より150名（グループ）】
活動支援金2万円、表彰状、銅メダル

◆ ブロック賞【全国より40名（グループ）】
活動支援金5万円、表彰状、銀メダル

◆ SOC奨励賞【ブロック賞受賞者より8名（グループ）】
活動支援金10万円、表彰状、クリスタルトロフィー

◆ 米国ボランティア親善大使【ブロック賞受賞者より2名】
アメリカ・ワシントンD.Cでの全米表彰式にご招待、金メダル

◆ 文部科学大臣賞【ブロック賞受賞者より2名（グループ）】
活動支援金10万円、表彰状、金メダル、クリスタルトロフィー

■ 主催：ジブラルタ生命保険㈱／プルデンシャル生命保険㈱／プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル生命保険㈱／日本教育新聞社
■ お問い合わせ先：ボランティア・スピリット賞事務局
〒100-0014  東京都千代田区永田町2-13-10  プルデンシャルタワー　電話 03-5501-5364

応募要領
◆ 応募締切　2015年 9月11日㈮ 当日消印有効

◆ 対象活動期間　2014年4月以降に行われた（行われている）活動

◆ 応募方法　 ボランティア活動の内容、活動を通じて学んだことなどを
応募用紙に記入してください。社会に貢献する活動であれ
ば分野は問いません

◆ 対象 グループ応募：中学・高校生が活動しているグループ
    個人応募：応募締切時12歳以上18歳以下

◆ ホームページもご覧ください！（携帯からもアクセス可能）
 www.vspirit.jp

 ※応募用紙はホームページからダウンロードいただけます
 ※ホームページからでも直接ご応募いただけます

締切日
2015年

9月11日
㈮

当日消印有
効

ボランティア・スピリット賞
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